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32. 慢性関節リウマチの頚椎変化

ーとくに統計学的観察
 
0陳義龍，松井宣夫，守屋秀繁
北原宏，永瀬譲史(千大)
最近脊椎外科の進歩に伴い，関節リウマチにみられる
脊椎の変化が，新たに検討されつつあるようになった。
我々は頚椎におけるリウマチ性変化を把握する目的で，
外来患者のうち， Classical R. A. 100例を対象として，
統計的に検討した。その結果，約半数に Atlantoaxial 
subluxationを認め，これらについて特に臨床症状，経
過，一般臨床検査 Data，リウマチ性特徴， Steroidそ
の他治療内容との関係を比較検討し，日常の診療に資す
る。 
33. モアレトポグラフィーによる学童脊柱集団検診
(第1報) 
0大塚嘉則，井上駿一，辻陽雄
(千大)
鈴木弘(千葉市立)
篠遠彰(県立東金)
千葉市内の小学生 946名に対し背部モアレ縞撮影と触
視診，立位X線撮影を組合わせたる次にわたる脊柱集団
検診を行なった。その結果37名 (3.9%)に側替が認め
られ， うち13名(1.37%)は構築性側響症であった。モ
アレトポグラフィーの可視的判断による側轡発見率は 
83%であったが，今後撮影時体位の一定化をはかり，画
像解析方式が解決されればX線撮影に代る有力な早期検
診体制が確立できる。 
34 	 各種脊椎変形に対するモアレトポグラフィーの
応用ー特に定性および定量化についてー 
0篠遠彰(県立東金)
井上駿一，辻陽雄，大塚嘉則
(千大)
鈴木弘(千葉市立)
モアレトポグラフィーは，躯幹背部変形を来たす各種
脊柱疾患に対して，有力な診断法と思われるが，今まで
その評価は客観性を持たなかった。今回， 側望号変形の
モアレ像をフジ光機 MC5000デジタル解析装置を用い
てその定性及び定量化をつぎの 3点につき検討した。①
躯幹横断図。②左右躯幹縦断図の比較。③左右 rib 
humpの体積比。以上の方法は， rotation手術による 
cosmeticな改善度の評価に有用であると思われた。 
35. 脊柱側轡症の保存的治療に対する新しい試み 
-Cotrel home tractionおよび Modified 
Milwaukee brace 
。鈴木弘，山下武広，山口錬
(千葉市立)
寺島一郎(寺島整形外科) 
Milwaukee brace治療に抵抗するカーブに対し 2， 
3の試みをなし良結果を得た。側響度45-550 の rigicl 
curveに対しては Cotrel home traction を併用せし
め，平均矯正率38%と Milwaukee単独使用群と比し併
用効果が認められた。胸腰椎，腰椎カーブに対しては 
Hall，Winterらの braceに似た 8hortbraceを作製
し， 60%と高い矯正率を得た。 cloublecurveに対して
は上記 shortbraceに Milwaukeebraceを合体させ，
上位カーブの矯正を損うことなく，下位カーブに高い矯
正率を得た。 
36. 	 Dwyer手術 7例についての考察 
0井上駿一，大塚嘉則(千大)
平均 940，17歳の高度側轡(擁痕性，先天性、特発性
性各2例，麻捧性 117'!J)計 7例に対し Dwyer手術を行
った。平均7.3椎の固定で全例あらかじめ Halo-trac-
tionを実施した。 4例に ant.ないし Post.osteot. 
omy，2例に Hemiv~rtebrectomy を実施した。矯正率
は平均54.8%，特発性では67.6%と良好で、あった。手術
侵襲は H.1.手術より大きいが Incliopathic lumbar 
curveおよび Doublecurveの下位響曲の矯正によい
適応を有することを知った。
